
信濃川水系　北信圏域河川整備計画（変更） 長野県河川課

■北信圏域の概要
・北信圏域は、千曲川本川流域の最下流部にあたる圏域で、飯山市、中野市、

須坂市、小布施町、山ノ内町、高山村、野沢温泉村、木島平村、栄村の３市２

町４村で構成されています。

・長野県最北部に位置し、新潟県および群馬県と接しています。また、当圏域

の西側には千曲川が北北東方向に流下しており、沿線には長野盆地、飯山盆

地が開けています。

■計画対象区間と整備区間

・本河川整備計画の対象とする区間は、一級河川６１河川、総延長は約４２１km

とします。

・沿川の人口、資産の集積状況、流域内の土地利用の状況、災害発生時の社会

的影響、大臣管理区間の改修規模とのバランスを考慮し、治水対策の緊急性の

高い河川について、洪水による被害の発生の防止又は軽減を図ることとします。

・今回の変更では、千曲川の長野県管理区間について、信濃川水系河川整備計

画【大臣管理区間】の変更（令和４年１２月）に伴い、整備目標を引き上げます。

また、引き上げに伴い整備内容を追加します。

■北信圏域の主な洪水

昭和58年洪水
出典：千曲川河川事務所HP

■今回計画の主たる変更点

■計画対象期間
　本整備計画の対象期間は、信濃川水系河川整備計画（大臣管理区間）と
整合を図り、概ね30年間とします。

■河川の維持管理に関する目標・目的・種類、情報提供など
・圏域内の河川について流下能力を確保するため、定期的な河川巡視による河道の状況把握に努めるとともに、土砂が堆積し洪水の流

下の阻害となる等、治水上の支障となる場合は、動植物の生育・生息・繁殖環境の保全・創出に努めつつ堆砂土砂の除去、立木伐採等

の適切な維持管理を行います。

・日常点検や定期点検を実施し、所要の機能を維持するとともに、本来備えるべき機能を発現できない恐れのある河川管理施設について

は、必要に応じて改築・補修・修繕等を実施します。

・令和６年５月に千曲川（飯山市湯滝橋から新潟県境）が水位周知河川から洪水予報河川に指定されました。洪水等の災害発生時におい

ては、関係機関に対して洪水予報や水防警報等の情報を迅速かつ確実に伝達するとともに、住民がより適切な避難判断をできるよう、リ

アルタイムで河川の状況を確認し避難判断に活用できるように取り組みます。

・千曲川の大臣管理区間では、昭和57年、昭和58年に大洪水が発生し、堤　

防決壊等による甚大な浸水被害が発生しました。

・近年では、令和元年東日本台風で千曲川の複数の水位観測所で計画高

水位を超過し、観測史上最高水位を記録しました。

令和元年10月洪水
出典：信濃川水系河川整備計画

〇整備目標

整備にあたっては、上流大臣管理区間の整

備目標と整合を図り、過去の洪水における洪

水特性を踏まえ、令和元年東日本台風による

洪水と同規模の洪水が発生しても、堤防の決

壊、越水等による家屋の浸水被害の防止又

は軽減を図ります。

○千曲川の長野県管理区間

　千曲川県管理区間の目標引き上げ、整備内容の追加
・信濃川水系河川整備計画【大臣管理区間】の変更に伴う変更点

対象河川位置図
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〇整備実施箇所

令和元年東日本台風洪水と同規模の洪水（単位m3/s）


